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目
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じ
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冬
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む
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伊
藤
つ
む
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侘
助
の
落
ち
て
深
夜
の
あ
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に
け
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藤
崎　

泉

コ
ス
モ
ス
の
枯
れ
て
広
野
に
日
が
渡
る

	
	

岡
田
久
夫

柿
の
実
を
一
つ
残
し
て
籠
り
ゐ
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高
橋
和
子
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の
面
に
肩
寄
せ
し
鯉
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の
散
る	
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島
ミ
エ
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柿
の
実
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れ
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の
し
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日
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る
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に
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す
れ
違
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佐
伯
重
保
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山
之
内
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選

キ
ャ
ン
ペ
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ン
み
か
ん
娘
の
笑
顔
付
き

	
	

山
口
美
津
恵

ウ
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ー
キ
ン
グ
月
が
背
中
に
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い
て
来
る

	
	

栗
原
近
子

ま
た
話
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こ
み
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て
来
る
別
れ
ぎ
わ

	
	

伊
藤
幸
美

や
さ
し
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が
何
よ
り
医
師
の
か
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し
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曽
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江
子

生
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に
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笑
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あ
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秋
山
礼
子
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俳
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・
川
柳
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短
歌
作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
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短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
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外国語指導助手
アビゲイル・リー・
　　　　　モーンさん

Hello, Saijo! 
　私の名前はAbigail Lee Mohn（アビゲイル・リ
ー・モーン）です。アビーと呼んでください。アメリ
カのジョージア州出身です。
　平成17年の７月末に日本に来て、もうすぐ半年にな

ります。今、丹原に住んでいて、ここがとても気に入りました。みんなが温かく歓迎してく
れるし、いつも手伝ってくれます。まちの人に色々とお世話になり、本当に感謝していま
す。
　現在は、丹原西中学校の専属外国語指導助手（ＡＬＴ）です。そのほかに、田野小学校、
中川小学校、田滝小学校、徳田小学校でも英語を教えています。しかし、今年の２月から丹
原東中学校と丹原小学校にかわる予定です。
　中学校と小学校で教えることはとても楽しいです。日本で仕事する機会に恵まれて、あり
がたいと思っています。英語の授業を一緒に楽しみましょう！ See　 you!

＜訳：アイリ－ン・リン＞

アビゲイルの自己紹介No.9

学
歴
に
頼
ら
ず
古
希
に
た
ど
り
着
く	

小
山
悠
泉

海
が
吠
え
風
が
吠
え
て
る
北
の
果
て	

新
名
小
夜
子

極
楽
へ
行
く
特
急
は
見
逃
そ
う		

桧
垣
光
露

　

短　

歌	

岡
田　

弘　

選

器
用
な
り
し
亡い
も
う
と妹
に
似
る
初
め
て
の

	

障
子
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り
す
る
姪め
い

に
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れ
ぬ	

稲
井
節
子

自
我
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事
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み
考
へ
て
思
慮
あ
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く
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嘆
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け
む
れ
る
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え
隠か
く

れ
つ
つ
車
の
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崎
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し
こ

鹿
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と
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在お
は

す
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松
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に

	

添
ふ
が
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く
に
鹿
の
啼な

く
な
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鴻
上
澄
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今
し
陽ひ

が
山
よ
り
昇
り
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が
庭
の

	

楓
か
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で

一ひ
と
き
わ際
紅
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輝
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日
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彌
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た
わ
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な
き
妻
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の
会
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を
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こ
の
一ひ
と
と
き時
に
心
満
ち
つ
つ	

藤
崎　

泉

藪や
ぶ

つ
ば
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咲
く
島
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ひ
て
帰
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に

	

椿
油
の
一
瓶
を
買
ふ	
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つ
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ぎ

靜
脈
の
細
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を
嘆
く
看
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祈
る
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と
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針
射
す	

渡
辺
ア
ヤ
子
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